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史跡結城廃寺跡附結城八幡瓦窯跡

整備基本計画

　結城廃寺は、奈良時代前半に創建され、室町時代中頃まで存続した寺院の遺跡です。塔や金堂、

講堂などの主要な建物の遺構が残り、奈良・平安時代の寺院構造をよく伝える寺院です。

　本計画は、令和２年度（2020）に策定した史跡結城廃寺跡附結城八幡瓦窯跡保存活用計画を基に

史跡の価値を高め、保存し、多くの市民や来訪者が史跡に親しみ、楽しんで活用してもらうために

必要な整備について定めたものです。

完成予想図

事業計画
RR5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17～

((2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) (2032) (2033) (2034) (2035～)

調査 発掘調査等 → → → → →

測量 地形測量

設計 基本設計 実施設計

地形造成 造成工事 →

雨水排水 雨水排水工事 →

遺構表示 仮設表示 → → 遺構表示 →

動線 動線整備

解説板・案内板 仮設設置 → → → → 設置工事

修景・植栽 植栽・維持管理 → → → → → →

管理施設 境界杭 史跡標識
照明設備

電気設備

便益施設 園路整備

その他 SNSでの情報発信、出前授業、デジタルコンテンツの整備など → → → → → → → →

調査 発掘調査等 → → → → →

民有地 公有化

測量 地形測量

設計 基本設計 実施設計

地形造成 造成工事 →

雨水排水 雨水排水工事 →

遺構表示 仮設表示 → → → → 遺構表示 →

動線 動線整備

解説板・案内板 仮設設置 → → → → → → 設置工事

修景・植栽 植栽・維持管理 → → → →

管理施設 境界杭
照明設備

電気設備

便益施設
園路整備

東屋など

その他 SNSでの情報発信、出前授業、デジタルコンテンツの整備など → → → → → → → →

調査 発掘調査等 → → → → →

測量 地形測量

設計 基本設計 実施設計

地形造成 造成工事 →

雨水排水 雨水排水工事

遺構表示 仮設表示 → → → → 遺構表示

動線 動線整備

解説板・案内板 仮設設置 → → → → → → → 設置工事

修景・植栽 植栽・維持管理 → → →

管理施設 境界杭
照明設備

電気設備

その他 SNSでの情報発信、出前授業、デジタルコンテンツの整備など → → → → → → → →

用地 買収

確認調査 発掘調査等 → →

設計 基本設計 実施設計

便益施設
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ施設

ﾄｲﾚ、駐車場
→

用地 買収

確認調査 発掘調査等 →

設計 基本設計 実施設計

便益施設
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ施設

ﾄｲﾚ、駐車場

市道 結び 歩行空間整備 歩道整備

長長期中中期短短期
区区分 地地区区分 整整備内容
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※事業計画は必要に応じて見直しを行います。



凡　例

史跡指定範囲
伽藍中枢部ゾーン
寺地ゾーン
窯跡ゾーン
にぎわいと交流のゾーン
：ガイダンス・エントランス
　（便益施設）
結びのゾーン
：指定地外アクセス整備

囲い（フェンス等）
路面への歩行空間の表示

横断歩道

土留め擁壁の
再整備

寺院造営に関わる竪穴建物跡

竪穴建物跡・土坑跡

瓦溜土坑跡

囲い（フェンス等）囲い（フェンス等）囲い（フェンス等）
路面への歩行空間の表示路面への歩行空間の表示路面への歩行空間の表示

横断歩道横断歩道横断歩道

土留め擁壁の
再整備

土留め擁壁の
再整備

土留め擁壁の
再整備

寺院造営に関わる竪穴建物跡寺院造営に関わる竪穴建物跡寺院造営に関わる竪穴建物跡

竪穴建物跡・土坑跡竪穴建物跡・土坑跡竪穴建物跡・土坑跡

瓦溜土坑跡瓦溜土坑跡瓦溜土坑跡

　史跡指定地内は、遺構保護のため盛土を行い、

適切な保護を図る。

　寺院跡で確認された建物跡は、半立体表示（盛

土表示）を原則とする。

　重要遺構の保存を前提として、見学

者や周辺住民への安全性を担保しなが

ら、見学者が史跡の構造を体感できる

よう、動線を設定する。

　立体的なイメージの理解を助けるため、遺構解説板やボラン

ティアガイド、VR・AR などを活用し、見学者へ案内・解説を行

うことを検討する。

　市民の日常的な憩

いの場としての公園

機能を維持・管理す

るため、既存樹木の

管理や、古代寺院跡

にふさわしい植物の

植栽を検討する。

　史跡標識や境界標、フェンスなどの管理施設及び園路や東屋、

ベンチなどの便益施設を整備し、適切な管理を行う。

　本史跡の隣接地に、

出土品などの展示スペー

スとして、ガイダンス

施設を設置し、常時、

史跡に関する基本情報

を得られる場とする。

　周辺の景観との調和や周辺文化財との有機的な活用、学びや

観光などの公開・活用、管理・運営に関する人材育成などを推

進する。

　史跡指定地内は、遺構保護のため盛土を行い、

適切な保護を図る。

　寺院跡で確認された建物跡は、半立体表示（盛

土表示）を原則とする。

　重要遺構の保存を前提として、見学

者や周辺住民への安全性を担保しなが

ら、見学者が史跡の構造を体感できる

よう、動線を設定する。

　立体的なイメージの理解を助けるため、遺構解説板やボラン

ティアガイド、VR・AR などを活用し、見学者へ案内・解説を行

うことを検討する。

　市民の日常的な憩

いの場としての公園

機能を維持・管理す

るため、既存樹木の

管理や、古代寺院跡

にふさわしい植物の

植栽を検討する。

　史跡標識や境界標、フェンスなどの管理施設及び園路や東屋、

ベンチなどの便益施設を整備し、適切な管理を行う。

　本史跡の隣接地に、

出土品などの展示スペー

スとして、ガイダンス

施設を設置し、常時、

史跡に関する基本情報

を得られる場とする。

　周辺の景観との調和や周辺文化財との有機的な活用、学びや

観光などの公開・活用、管理・運営に関する人材育成などを推

進する。

　史跡指定地内は、遺構保護のため盛土を行い、

適切な保護を図る。

　寺院跡で確認された建物跡は、半立体表示（盛

土表示）を原則とする。

　重要遺構の保存を前提として、見学

者や周辺住民への安全性を担保しなが

ら、見学者が史跡の構造を体感できる

よう、動線を設定する。

　立体的なイメージの理解を助けるため、遺構解説板やボラン

ティアガイド、VR・AR などを活用し、見学者へ案内・解説を行

うことを検討する。

　市民の日常的な憩

いの場としての公園

機能を維持・管理す

るため、既存樹木の

管理や、古代寺院跡

にふさわしい植物の

植栽を検討する。

　史跡標識や境界標、フェンスなどの管理施設及び園路や東屋、

ベンチなどの便益施設を整備し、適切な管理を行う。

　本史跡の隣接地に、

出土品などの展示スペー

スとして、ガイダンス

施設を設置し、常時、

史跡に関する基本情報

を得られる場とする。

　周辺の景観との調和や周辺文化財との有機的な活用、学びや

観光などの公開・活用、管理・運営に関する人材育成などを推

進する。

整備の基本⽅針

全体計画及び地区区分計画

地区区分⼀覧

整備の概要整備の概要整備の概要
計画期間：令和５年（2023）４⽉〜令和 18 年（2036）３⽉

全体整備の⽅向性

整備の基本⽅針

遺構の保護

植栽

動線の設定

案内・解説

便益施設

⼈材育成

建物跡の表⽰

ガイダンス施設

ゾーニング図ゾーニング図ゾーニング図

整備基本計画図整備基本計画図整備基本計画図

整備の基本理念

史跡公園としての整備を⾏い、史跡

の歴史や情報の発信に係わる⼿法を

検討するとともに、管理・情報提供

の拠点となるよう、関連施設・⼯作

物の設置などの整備を計画する。

文化財保護法に則り、遺跡・遺構の保存を第一として、遺構に影響を与えない範囲で史跡の保存・活用

に必要な整備を行う。

整備の時代設定を奈良時代の寺院最盛期とし、伽藍が も整った結城廃寺の姿と魅力を伝えることがで

きる史跡公園として整備する。

望ましい史跡の姿を取り戻すため、保存や景観に影響を与える施設は、代替機能や移転先の慎重な検討

を行った後、撤去の方針とする。

史跡の価値をできる限り速やかに市民と共有するため、史跡指定地のうち、早期事業着手が見込める伽
藍中枢部を優先して整備を行う。

重要遺構の保存と⽴体・平⾯表⽰、解説の充実

学びの場としての持続可能な公開と維持管理のための
整備

多様な来訪者に対する憩いの場としての利便性の向上

遺構の保存と顕在化整備に資する継続的な調査研究

上山川就業改善センター周辺の
ソメイヨシノと藤棚

瓦窯跡の整備事例
（宮城県加美郡色麻町 日の出山瓦窯跡）

屋外復元模型
（香川県高松市 讃岐国分寺跡）

盛土表示のイメージ

ゾーン名

伽藍中枢部

ゾーン

寺地  

ゾーン

窯跡  

ゾーン

にぎわいと
交流のゾーン

結びのゾーン

整備と活⽤の⽅針
古代寺院の伽藍中枢部にあたる。今後の史跡

活用における中心的な場として遺構の顕在化

に資する整備を優先的に進める。

中心伽藍の周辺で区画施設が存在する範囲。

遺構の保存と調査を行い、寺域の確定を目指

す。憩いや交流の空間として景観との調和に

留意しながら、長期的に整備を進める。

結城八幡瓦窯跡の保存と顕在化のための整備

を行う。

史跡指定地外のアクセス及びガイダンスの拠

点となる場所で、便益施設の整備を行う。

史跡指定地外の市道部分で、遺跡と便益施設

へのアクセス整備を行う。来訪者の分かりや

すい誘導と安全性確保に配慮する。

整備範囲（環境整備：地被植栽）

便益施設（ガイダンス施設・トイレ・駐車場）

史跡指定範囲

園路整備

遺構の表示

解説板

東屋

車止め

植栽

花壇

ベンチ

凡　例
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